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数 学 科 学 習 指 導 案 
   令和３年 10 月 第２学年 指導者 諸岡 知晃  

 

１ 単元名  平行と合同 

 

２ 学習指導要領上の位置付け 

第２学年 Ｂ 図形 Ｂ(1) 基本的な平面図形の性質 
(1) 基本的な平面図形の性質について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
（ア）平行線や角の性質を理解すること。 
（イ）多角形の角についての性質が見いだせることを知ること。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
（ア）基本的な平面図形の性質を見いだし、平行線や角の性質を基にしてそれらを確かめ説明す

ること。 
  

３ 目標    

(1) 平面図形と数学的な推論についての基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、事象を

数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

(2) 図形の性質や関係を論理的に考察し表現することができる。 

(3) 基本的な平面図形の性質について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考

え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善したり

しようとする態度、多様な考えを認め、よりよく問題解決しようとする態度を身に付ける。 

  

４ 指導計画 ※別紙参照 
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５ 本時の展開（７／15） 

 (1) ねらい 

平行線内の折れ線が作る角度について、既習事項を想起してその大きさを求める見通しをもたせた

り、根拠となる図形の性質を明らかにしたりすることで、補助線をひいて角の大きさの求め方を分か

りやすく説明することができるようにする。 
 (2) 展開 

学習活動 

・予想される生徒の反応 

時間 

 

○指導上の留意点 

◎研究上の手立て 

〔記〕記録に残す評価 

１ ミニテストを解く。 

・平行線の錯角や同位角は等しい。 

・三角形の外角は隣り合わない二つの 

内角の和で求められたな。 

２ 学習課題を把握し、めあてを設定 

する。 

○様々な条件の∠ｘの角度を予想する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・この場合は100°かな。 

・分かっている二つの角を合わせる 

と∠ｘになるのではないかな。 

 

 

 

・平行線があるけど、同位角や錯角 

が使えるかな？ 

・直線をひいてみるといいかな。 

８ 

分 

 

 

 

８

分 

 

 

◎まとめプリントを見返しながらミニテストを行うこ

とで、課題解決に必要な根拠や解決の糸口をつかみ

やすいようにする。 

 

 

◎生徒に∠ｘの角度を予想させてデジタルホワイトボ

ードに意見を書かせる（板書計画２）ことで、一人

一人に学習課題を把握させて、自分のこととして捉

えさせる。 

○デジタル教科書を用いて様々な条件で角度を確認す

ることで、∠ｘは平行線と折れ線でできる２つの角

の和となりそうだということを気付かせる。 

◎多くの生徒が∠ｘの値が予想できるようになったと

きに「なぜ∠ｘが分かるようになったのか」と問い

かけることで、「∠ｘは平行線と折れ線でできる二

つの角の和となりそうである」ことを確認して、め

あての設定へとつなげていく。 

 

 

 

 

３ めあてを追究する。 

(1)解決の方向性を考える。 

・直線 ℓとｍが平行だから、平行 

 線の錯角が使えないかな。 

・補助線をひいて、三角形を作れ 

 ないかな。 

・補助線をひいて多角形ができな 

 いかな。 

 

 

 

 

 

 

５ 

分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎∠ｘが 110°となる根拠になりそうな既習事項を

グループで話し合わせて全体で共有することで自

力解決にスムーズに取り組めるようにする。 

◎既習事項をデジタルホワイトボードで提示し、その

中から根拠になりそうな既習事項を選ばせる（板

書計画３）ことで、様々な根拠から説明ができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 [めあて]  なぜ∠ｘは二つの角を合わせた110°になるのだろうか。 
（最後に提示したものが110°になる条件である。） 

評価項目＜方法（観点）＞ 

平行線と角の性質などについて学んだことを

学習に生かそうとしている。 
＜ワークシート 

（主体的に学習に取り組む態度）〔記〕＞ 
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(2)個別で追究する。 

・点Ｐを通り、直線 ℓやｍに平行な直

線をかくと…→考え１ 
・くの字の線を延ばすと三角形ができ 

るな。→考え２・３ 

・直線 ℓとｍを結ぶ直線をひくと…

→考え４・５ 

 

(3)考えを深める。 

○友達の意見の根拠を考え、どのよう 

に考えたのかまとめる。 

・考え１は点Ｐを通り、直線 ℓやｍに 
平行な直線をかいたことで、平行線 

 の錯角や同位角が使えるな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
分 

 
 
 
 
 
 

10 
分 
 

○個別解決が難しい生徒も周囲の生徒と相談・協力し

ながら解決ができるように座席の配置を工夫すると

ともに相談や協力するように声かけを行う。 

○追究する中で新たな直線や角をつくったときには名

前を付けさせることで説明しやすくさせる。 

○一つの根拠を基に説明ができた生徒には他の根拠を

もとに説明ができないか考えさせることで多面的に

捉える力を養う。 

○全体で解き方を共有するときに、補助線をひいた図

だけ提示して、既習事項の何を根拠に説明したのか

考える。 

○補助線をひいた図や生徒の意見を撮影して、デジタ

ルホワイトボードで生徒に共有することで一人一人

が自分の画面で確認しやすいようにする。 

○予想される生徒の考えのうち、考え１と２を中心に

取り上げる。説明を全体で確認することで、論理的

に筋道立てた説明ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習を振り返る。 

(1)まとめプリントに本時に学んだ 

ことをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)適用問題に取り組む。 

○点Ｐが平行線 ℓ、ｍの外側にある 

とき∠ｘはどうなるのだろう。 

 

７  
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

分 

 

 

 

◎本時の学習内容や考え方をまとめプリントにまと

めることで、生徒が学習内容を定着させたり次の

学習や活用問題等に生かしたりすることができる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

○ヒント付きとヒントなしの両面のワークシートで

取り組ませることで、生徒の理解度に合わせて取

り組めるようにする。 

 

 

[まとめ] 

くの字型の角は補助線をひいて，平行線の錯角や 

三角形の外角の性質を使うことで求めることができる。 

ｎ 

ｎ 
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６ 板書計画 

 計画１（黒板） 

 
 計画２（デジタルホワイトボード）問題に対する解答の予想 

  生徒一人一人が、出席番号が書かれた付箋に自分の意見を入力して全体で予想を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  書き込みが終了してもすぐには共有させずに全体で同時に共有するようにする。 

 計画３（デジタルホワイトボード）めあての追究に向けて使えそうな既習事項の共有 
  グループごとに説明するために使えそうな既習事項を考えて、付箋の色を変更して共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

角の求め方を補助線をひいたり、根拠を明ら
かにしたりして説明できる。 

＜ワークシート（思考・判断・表現）＞ 

生徒書き込み前 生徒書き込み後 

付箋変更前 付箋変更後 

ℓ 

ｍ 
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 ○ミニテスト 

 

 



指導計画  数学科 第２学年 単元名「平行と合同」（全 15 時間計画） 
 

目
標 

(1) 平面図形と数学的な推論についての基本的な概念や原理・法則を理解するとともに、事象を数学化したり、×
数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

(2) 図形の性質や関係を論理的に考察し表現することができる。 
(3) 基本的な平面図形の性質について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活
や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善したりしようとする態度、多様な考え
を認め、よりよく問題解決しようとする態度を身に付ける。 

評
価
規
準 

(1) （知識・技能） 
① 多角形の内角と外角の意味とその性質について理解している。 

  ② 平行線や角の性質を理解している。 
  ③ 平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解している。 

④ 証明の必要性と意味及びその方法について理解している。 
⑤ ≡などの記号を用いて図形の関係を表したり読み取ったりすることができる。 

(2) （思考・判断・表現） 
基本的な平面図形の性質を見いだし、平行線や角の性質をもとにしてそれらを確かめ、説明できる。 

(3) （主体的に学習に取り組む態度） 
① 証明の必要性と意味及び証明の方法を考えようとしている。 

  ② 平面図形の性質について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。 
  ③ 平面図形の性質を活用した問題解決の過程を振り返って検討しようとしている。 

過
程 

時
間 

○ねらい 
めあて 

・振り返り（意識） 
評価項目 

＜方法（観点）＞ 
〔記〕記録に残す評価 

で
あ
う 
 
 

１ ○様々な多角形を三角形に分ける活動を通し
て、多角形の内角の和の求め方を説明できる
ようにする。 

・三角形の内角は 180°だか
ら、多角形を三角形に分け
て、考えれば多角形の内角
が何度か求めることができ
る。 

 
 

・多角形の内角と外角の意味
を理解している。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)①＞ 
・多角形の内角の和の求め方

を説明できる。 
＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(2)＞ 

 

追
究
す
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 

○多角形を三角形に分けるとどうなるのか表に
整理する活動を通して、ｎ角形の内角の和の
求め方を、基にしている事柄を明らかにして
説明できるようにする。 

 
 
 
 
 

・三角形の内角が 180°であ
ることを利用すると、ｎ角
形の内角は(ｎ―２)個の三
角形の内角でつくられてい
る。 

 
 
 
 

・多角形の内角の和の求め方
を説明できる。 
＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(2)＞ 

・多角形の角についての性質
が見いだせることができ
る。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)①＞ 
 

 

１ 
 
 
 
 
 
 
 

○多角形の一つ一つの頂点に着目し、内角と外
角の関係を考える活動を通して、ｎ角形の外
角の和の求め方を基にしている事柄を明らか
にして説明できるようにする。 

 
 
 
 

・ｎ角形の全ての内角と外角
を合わせると 180ｎ°であ
る。ｎ角形の内角の和は
180(ｎ－2)°だから、ｎ角
形の外角は 180ｎ－180(ｎ
－2)＝360°となる。 

 
 

・多角形の外角の和の求め方
を説明できる。 
＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(2)＞ 

・多角形の角についての性質
が見いだせることを理解
している。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)①＞ 
 

１ 
 
 
 
 
 
 
 

○二つの直線が交わってできる四つの角の関係
を考える活動を通して、対頂角の意味を理解
し、対頂角が等しいことを、論理的に筋道を
立てて説明できるようにする。 

 
 
 
 

・二つの直線が交わってでき
る四つの角のうち向かい合
う角を対頂角といい、必ず
等しくなる。 

 
 
 
 

・対頂角が等しいことを説明
できる。 
＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(2)＞ 

・対頂角の性質を理解してい
る。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)②＞ 
 

 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○一人一人が様々な３直線を描いて同位角や錯
角の位置を確認する活動を通して、同位角、
錯角の意味を理解し、平行線の同位角が等し
いことから平行線と錯角の関係を、論理的に
筋道立てて説明できるようにする。 

 
 
 
 
 
 

・二つの交点から見て同じ場
所にある角は同位角、二つ
の交点から逆にある角は錯
角といい、２直線が平行だ
と両方とも等しくなる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・平行線の錯角が等しいこと
を説明できる。 
＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(2)＞ 

・同位角や錯角の意味と性質
を理解している。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)②＞ 
 
 
 
 

 

四角形の内角の和はなぜ 360°になるの

だろうか。 

かくことが難しい多角形の内角の和を求

めるためにはどうすればよいだろうか。 

・三つの直線がどのようなときに、同位

角は等しくなるだろうか。 

・なぜ二つの直線ℓ，ｍが平行のとき錯角

が等しくなるのか説明しよう。 

二つの直線が交わってできる角にはどの

ような性質があるか調べよう。 

なぜ五角形の外角の和が 360°になるの

だろうか。 



 １ 
 
 
 
 
 
 
 
 

○平行線の性質や小学校の経験を振り返る活動
を通して、三角形の内角の和が 180°である
ことを、論理的に筋道立てて説明できるよう
にする。 

 
 
 
 
 

・平行線の補助線をひくこと
で三角形の三つの角が一カ
所に集まり、180°であるこ
とが証明できる。 

 
 
 
 
 

・証明の必要性と意味につい
て理解している。 

＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(1)④＞ 
・三角形の内角の和が 180°

であることを説明できる。 
＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(2)＞ 

・証明の必要性と意味を考え
ようとしている。 

＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(3)①＞ 

１ 
本
時 
 
 
 
 
 
 

○平行線内の折れ線がつくる角度について、既
習事項を想起してその大きさを求める見通し
をもたせたり、根拠となる図形の性質を明ら
かにしたりすることで、補助線をひいて角の
大きさの求め方を分かりやすく説明すること
ができるようにする。 

 
 
 
 
 

・補助線をひくことで三角形
の性質や平行線の性質を使
うことができ、くの字の角
度を求めることができる。 

 
 
 
 
 

・平行線と角の性質について
学んだことを学習に生か
そうとしている。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(3)②〔記〕＞ 
・くの字の角度の求め方を補

助線をひいたり、根拠を明
らかにしたりして説明す
ることができる。 
＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(2)＞ 

１ 
 
 
 
 
 
 
 

○まとめプリントを振り返りながら、基本の問
題に取り組む活動を通して、平行線と角につ
いての問題を解くことができるようにする。 

 
 
 
 
 
 

・様々な図形の角度を求める
ことができた。 

・平行線や角の性質を理解し
ている。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)②〔記〕＞ 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 

○敷き詰め模様の特徴を考えたり、調べたりす
る活動を通して、平面図形の合同の意味と合
同な図形の性質を理解できるようにする。 

 
 
 
 

・敷き詰め模様は形と大きさ
が同じである合同な図形を
しきつめている。 

 
 
 
 

・平面図形の合同の意味を理
解している。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)③＞ 
 
 
 

 

１ 
 
 
 
 
 
 

○ある三角形と合同な三角形を描くために必要
な情報を考え、描く活動を通して、三角形の
合同条件を理解できるようにする。 

 
 
 
 

・三角形の合同条件は三つあ
り、辺の長さや角の大きさ
のうち特定の三つの情報が
必要となる。 

 
 
 

・平面図形の合同の意味及び
三角形の合同条件につい
て理解している。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)③＞ 
 
 

 

１ 
 
 
 
 
 
 

○色々な二つの三角形が合同かどうか考える活
動を通して、合同かどうか三角形の合同条件
を使って判断することができるようにする。 

 
 
 
 

・三角形に記されている角の
大きさや辺の長さを読み取
り、合同条件のどの条件に
あてはまるかを確認すれば
いい。 

 
 

・三角形の合同条件について
学んだことを学習に生か
そうとしている。 

＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(3)②＞ 
 
 

 

１ 
 
 
 
 
 
 
 

○角の二等分線の作図の方法が正しいことを、
三角形の合同条件を利用して証明することを
通して、ことがらの仮定と結論の意味を理解
することができるようにする。 

 
 
 
 

・角の二等分線を作図する方
法は合同な二つの三角形を
かいているので、角度が等
しくなって二等分線とな
る。 

 
 
 

・平面図形の性質を活用した
問題解決の過程を振り返
って検討しようとしてい
る。 
＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(3)③＞ 

 
 

 

つ
か
う 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○図形のかき方を確認する活動を通して、根拠
となることがらを明らかにして、簡単な図形
の性質を証明することができるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 

・根拠となる事柄を文章や既
習事項から導き、図形の性
質を証明することができ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・証明の必要性と意味を考え
ようとしている。 

＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(3)①＞ 
・証明の必要性と意味及びそ

の方法について理解して
いる。 

＜行動観察・ﾜｰｸｼｰﾄ(1)④＞ 
・証明の根拠となる事柄を明

らかにして、簡単な図形の
性質を証明することがで
きる。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(2)〔記〕＞ 

何が根拠かはっきりとさせて、図形の性

質を証明しよう。 

今までの学習を振り返り、平行線と角に

ついての問題が解けるようになろう。 

なぜ∠ｘの大きさは二つの角を合わせた

110°になるのだろうか。 

なぜ三角形の内角の和が 180°になるの

か説明できるようになろう。 

しきつめ模様はどのような図形からでき

ているのだろう。 

角の二等分線の作図方法がなぜ正しいの

か証明しよう。 

どの合同条件から二つの三角形が合同で

あるか説明できるだろうか。 

合同な三角形を描くためにはどのような

情報がいくつ必要だろう。 



 １ 
 
 
 
 
 
 

○まとめプリントを振り返りながら、基本の問
題に取り組む活動を通して、合同な図形につ
いての問題を解くことができるようにする。 

 
 
 
 

・合同条件や図形の性質の仮
定や結論を考えることがで
きた。 

 
 
 
 

・平面図形の合同の意味及び
三角形の合同条件につい
て理解している。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)③＞ 
 

１ 
 
 
 
 

○まとめプリントを振り返りながら、章の問題
に取り組む活動を通して、平行と合同につい
ての問題を解くことができるようにする。 

 
 
 
 

・様々な図形の角度を求めた
り、合同条件や図形の性質
の仮定や結論を考えたりす
ることができた。 

 

・平行線や角の性質を理解し
ている。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)②＞ 
・平面図形の合同の意味及び

三角形の合同条件について
理解している。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)③〔記〕＞ 
・証明の必要性と意味及びそ

の方法について理解してい
る。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)④〔記〕＞ 
・≡などの記号を用いて図形

の関係を表したり読み取っ
たりすることができる。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(1)⑤〔記〕＞ 
・平行線や角の性質を基にし

て基本的な平面図形の性
質を説明できる。 

＜ﾜｰｸｼｰﾄ(2)①＞ 

 
 
 
 

今までの学習を振り返り、４章について

の問題が解けるようになろう。 

今までの学習を振り返り、合同な図形に

ついての問題が解けるようになろう。 


